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１１月２日（火）に２年理数科を対象とした、

が行われました。 講師は、京都大学 村瀬雅俊教授、演目「生命の基礎物理学とは何か？」

です。 
 

自分たちに直接問いかけされる場面が多く、とても面

白かった。内容に関しても、今まで関数Ｆ(ｘ)のグラフ

を考えるのはいつもｘ-ｙ平面上であったのだが、初めて

ｘ-a平面上やa-ｘ-ｙ空間でグラフを考える新しい考え

方を教わり、大変に参考になった。今後図形のイメージ

から答えを導くときがあれば大いに役立てていきたいと

思う。 
 
Ｆ(ｘ)＝ａｘ－ｘ3－ｂのグラフをｘ-ａ平面に描くと、  

Ｆ(ｘ)＝０の解が１つであったものが、ある地点から突然２つ、３つと増加する。このよ

うな現象はエネルギーが関係するさまざまな運動についてもみられ、少しの刺激によって

大きな変化が引き起こされることの説明とすることができる。この話を聞いて数学をより

身近なものとして感じることができるようになった。 
自然の中には、問題自体が隠されており、その解があるかどうかがわからないようなも

のも多いと聞いた。隠された問題とその解を見つけていくことが物理学の面白さと感じた。 
村瀬先生は、夢をあきらめずに努力を続けられたので夢を叶えられた。自分も先生にな

らい、叶えたい夢について絶対にあきらめずに努力をつづけていきたい。 
 
数式をグラフで表す説明がなされた。ある数式の解が突然途中から増えていくことが、

べん毛運動に酷似しているということであった。私はこれを聞いて、全く異なる次元のも

のが本質的には同じ理論で説明できることに大変驚いた。 
 
自然の中の現象は表面的にまったく異なるようにみえていても、それを詳しく解析を行

うと根本的には同じ問題になることがあることがわかった。例えば、ウニの精子のべん毛

の動きや強風によって起こる橋の共振や動物の筋繊維の収縮などの一見分野が異なるよう

に思えることが、実はある物理現象が形を変えて現れているだけなのだ。最初はまったく

ピンとこなかったが、少しずつ現象には隠れている原理があることが分かった。自分もは

やく物事の本質を読み取り、他の事象と関連させて考えることができるようになりたいと

思った。 

 

自然の中の現象について法則を見つけ出すためには、その現象が起

きている一点だけをみて考えていても、決して法則や原理を見つける

ことができない。本質は、物事が起こっている中心から離れたところ

に潜んでいる。中心ばかりに固執するのではなく、物事の全体を広く

とらえることが重要なのである。さらに、一つの現象を解明するとき

には、数式などで表すことだけではなく、自分の感覚を含めた複数の

観点から考え、それらが合致することを確認する必要がある。 
 



１１月２日（火）に１年理数科を対象とした、 が行われま

した。 講師は、金沢大学医学部 谷内江 昭宏教授、演目「免疫の働きのすばらしさ」です。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 免疫とは、空気や水と同様で失うことで大切に気づくものであると分かった。成長すると病

気に掛かりにくくなるのは、この免疫が経験を積むことにより強くなるためだということも分

かった。また、免疫は神経とも似ており多様性と記憶が重要な役割を果たしていることも分か

った。講義を聴いて、すごい機能が自分の体内に備えられているのだと思った。免疫のめまぐ

るしい労力のおかげで、私が健康でいられると思った。私が健康に暮らせることは、決して当

たり前なことではないと気付いた。（Ｓ） 

 

風船の中の少年というＤａｖｉｄ君は、生まれてすぐに重症の免疫不全症であると診断され、

プラスチック製の無菌環境の中に入り１２年間暮らした。その後姉から骨髄を移植してもらう

がその骨髄が正常に動き出すまでに少し時間がかかり、その間にほかのウイルスに蝕まれ亡く

なってしまった。免疫というのは、本当に大切なものでありなかったら大変なことになるのだ

と分かった。免疫は多様性がとても大切である。もし、免疫が１種類だったら１つのウイルス

しか対応できない。しかし、世界には様々なウイルスがあり、それを見分け、対応しなければ

ならない。初めての抗原には最もフィットする抗体が突然変異により選ばれる。このように免

疫とは、私達の生活に不可欠な存在であり、毎日私達をウイルスから守ってくれている。免疫

にとても感謝しようと思った。(Ｔ) 

今日の免疫についての講義を聞いて、ウイルスや細菌などの感染から体を守るしくみである

免疫の働きをより深く知ることができた。エドワード・ジェンナーが、牛の乳搾りをする女性

たちは、一度牛痘(牛の天然痘)に罹ると、本物の天然痘が流行しても病気にならないという話

しを伝え聞き、その話からワクチンを思いついたと知って驚いた。また、免疫の記憶の主役は

免疫グロブリンであることや、免疫グロブリンの先端の部分に個性があり、敵と見方とを見分

けていると知った。免疫グロブリンはウイルス抗原や細菌毒素に結合して中和し、細菌に糊の

ようにくっついて白血球に食べられやすくする。体内で免疫グロブリンの様々な作用によって

体を守ろうとしているのだと分かった。免疫グロブリンは、リンパ節や扁桃腺に沢山あるＢ細

胞という白血球の仲間であり IgM、IgA、IgG、IgE というように異なる種類があって病原体を退

治するために協力していると知った。(Ｉ) 


